




Interviews with Hospital Play Specialists on
















































































































加してもらった。 それぞれ病棟保育士 A～H と
する。病棟保育士A・B・C・DはX病院に勤務，
病棟保育士E・FはY病院に勤務，病棟保育士G・




ら 1 時間程度であった。実施時期は，2014年 ５ 月

































表 2 　質問項目 1 「子どもたちとの関わりの中で，子どもの不安を軽減するために実践し，工夫している言葉
掛けがあれば教えて下さい」に対する回答
病院 回答















Y 病院 ・ 治療を一生懸命耐えて頑張っている子どもたちが少しでも楽しいと感じられる関わりを行っている。
・ 子どもと関わる中で，看護師のフォロー（④）を行っていく。























表 3 　質問項目 2 「集団での関わりや個々での関わりにおいて，配慮していることなどありますか」に対する
回答
病院 回答










































































表 4 　質問項目 3 「治療以外での子どもとの過ごし方を教えて下さい。（プレイルーム以外での活動も）」に対
する回答
病院 回答
X 病院 ・ お風呂の介助や治療以外の関わりは，全て病棟保育士が行っている。例として歯磨きや着替えの援
助などがあげられる。
Y 病院 ・ 保護者が付き添えない時間において，子どもの面倒をみたり，個室や部屋から出られない子どもへ
の保育を行ったりしている。
表 5 　質問項目 4 「子どもとの関わりを通して，様子や態度で変わったことなどがあれば教えて下さい。」に対
する回答
病院 回答



























表 6 　質問項目 5 「病棟保育士の存在は，入院している子どもや家族にとって，どんな影響を与えていると感
じているかを教えて下さい。」に対する回答
病院 回答











表 7 　質問項目 6 「病棟保育を行ってみようと思ったきっかけを教えて下さい。また，病棟保育を行う以前と
現在においての病棟保育に対するイメージを教えて下さい。」に対する回答
病院 回答

















Y 病院 ・ 障害児施設で働いていたことがきっかけで，病棟の子どもの面倒を見てみたいと思い，病棟保育士
への興味を抱いた。
・ 学生の頃，新生児病棟で子どもを見たことがきっかけで，病棟保育士に興味を抱いた。


































表 8 　質問項目 7 「子どもたちと関わっていく中で，困難に思ったことや不安に感じたことなどがあれば教え
て下さい。またそのような場面に立ち向かったとき，どのような対処を行っていますか。」に対する回答
病院 回答
















Y 病院 ・ 子どもの病状についてなど，不安に思ったことは，看護師さんに確認し相談しながら（）関わっ
ていくことを心掛けている。
表 9 　質問項目 8 「病棟で子どもと関わる上で大切なことや心掛けていることなどがあれば教えて下さい。」に
対する回答
病院 回答
X 病院 ・ おもちゃの消毒など感染予防対策に重点をおき，配慮している。
・ 家族支援として，行事に家族も参加できるよう工夫している。
・ 医師や看護師との連携を大切にしなければならない。



































































































































































　本研究では 3 つの病院を訪問し，病棟保育士 8
名へのインタビュー調査を行った。いずれの病院
でも病棟保育士が活躍し子どもの入院生活の質向
上に役立っていることを感じた。しかし，病棟保
育士が配置されていない病院も数多くある。保育
士よりも看護師の雇用を優先したいと言う，病棟
保育を行っていない病院の関係者もいる。医療と
の連携や病院運営の視点からも病棟保育士の役割
と子どもの入院環境の質の向上について考えてい
く必要があるだろう。
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